
2
月
4
日
析

絵
本
「
ふ
く
は
う
ち
お
に
も
う
ち
」他

2
月
25
日
析

絵
本
「
ね
え
お
き
て
！
」

他

場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

2
月
17
日
昔

絵
本
の
読
み
き
か
せ
な
ど

時
間
＝
午
前
10
時
〜

場
所
＝
ゆ
う
き
が
丘
集
会
所

※
協
力
・
お
は
な
し
虹
の
会
・

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
月
18
日
析

工
作「
ど
う
ぶ
つ
の
お
ひ
な
さ
ま
」

絵
本
「
や
ま
だ
さ
ん
ち
の
て
ん

き
よ
ほ
う
」
他

時
間
＝
午
後
2
時
〜

場
所
＝
2
階
視
聴
覚
室

工
作
会
は
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
材
料
費
は
無
料
で
す
。

※
協
力
・
上
三
川
高
校
福
祉

部
・
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

21

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

工
作
会

3
月 

 日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30 31

2
月 

 日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28  

図書館カレンダー （●印は休館日） 

開館時間＝（火）～（金）午前9時30分～午後6時 
　　　　　（土）・（日）午前9時30分～午後5時  

（
一
般
書
）

「
京
都
迎
賓
館
」

（
日
刊
建
設
通
信
新
聞
社
）

「
は
じ
め
て
の
日
本
刺
繍
」

紅
会
（
雄
鶏
社
）

「
砂
漠
」

伊
坂
幸
太
郎
（
実
業
之
日
本
社
）

「
悲
劇
週
間
」

矢
作
俊
彦
（
文
芸
春
秋
）

149
冊

（
児
童
書
）

「
き
え
た
魔
法
の
ダ
イ
ヤ
」

あ
ん
び
る
や
す
こ
（
岩
崎
書
店
）

「
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
」

星
川
ひ
ろ
子
（
小
学
館
）

「
あ
め
あ
が
り
の
名
探
偵
」

杉
山
亮
（
偕
成
社
）

他
196
冊

（
絵
本
）

「
こ
そ
ど
ろ
こ
そ
べ
え
」

か
さ
い
ま
り
（
岩
崎
書
店
）

「
こ
れ
　
な
ー
ん
だ
？
」

の
む
ら
さ
や
か
（
福
音
館
書
店
）

「
い
ろ
は
の
か
る
た
奉
行
」

長
谷
川
義
史
（
講
談
社
）

他
52
冊

新
着
図
書
案
内

牲 ○56 7 8 2 5
■性 ○56 7 8 2 6

〒329─0611
上三川町大字上三川

5040

●ホームページアドレス●
http://www.dango.ne.jp/kmnlib

I
T
活
用
講
座

2
月
4
日
析

「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
最
後
の
日
」

〜
「
満
州
国
」
と
皇
帝
〜

2
月
25
日
析

「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
に
輝
く
映

画
史
上
最
高
の
「
愛
」
の
名
編

場
所
＝
2
階
視
聴
覚
室

時
間
＝
午
後
2
時
か
ら

※
入
場
無
料

名
作
劇
場

●
第
1
回

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

と
情
報
検
索
」

2
月
25
日
析
・
26
日
隻

●
第
2
回

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ウ
ス
パ
ッ
ト
作

成
と
情
報
検
索
」

3
月
4
日
析
・
5
日
隻

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
＝
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

対
象
＝
簡
単
な
文
字
入
力
が
で

き
る
人

定
員
＝
各
日
20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
し
め
き
り
ま
す
。）

費
用
＝
各
回
と
も
テ
キ
ス
ト
代

500
円

申
込
み
＝
電
話
、
F
A
X
で

牲
○56
7
8
2
5
性
○56
7
8
2
6

「人をとやかくいえるのは、その人のモカシン
をはいてふたつの月がすぎたあと」インディアン
につたわることばで、じっくりつきあわないで人
を判断してはいけないということです。物語はサ
ラが祖父母といっしょに3千キロにおよぶアメリ
カ横断のながいドライブ旅行をしながら家をでた
まま帰らない母をたずねるお話です。サラは祖父
母に親友やその家族の話などをしながら旅をしま
すが、それは自分と向き合う旅そのものでした。
そしてこの旅を通してサラはやっと目をつぶって
いた「現実」に向き合う勇気をもちました。「ほ
かの人のモカシンをはいてみる」ことができるよ
うになったのです。読者はその息をのむような
「現実」を最後に知ることになるのですが…。こ
の作品は成長する少女の心を広大な風景とともに
描き、ニューベリー賞を受賞しています。

おすすめの一冊

「めぐりめぐる月」シャロン・クリーチ作　
2005年　偕成社　小学高学年から


